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「茶論� ⾒世」GINZA� S IX� 期間限定ショップがオープン�

中川政七商店グループの新業態『茶論（さろん）』より、オリジナル茶道具を販売する
「⾒世」の単独ショップを中川政七商店�GINZA�SIX店の⼀⾓に期間限定でオープンい
たします。関東で『茶論』の商品が購⼊できるのはこの機会が初となります。�
�
茶道具を現代の⽣活様式に合わせて提案する「茶論�⾒世」の道具を、⽇本各地に伝わる
⼯芸の技術を⽣かしながら、現代の⽣活の中でも使いやすい道具に再⽣してきた『中川
政七商店』の⼯芸品と⼀緒にご提案いたします。�

「茶論�⾒世」GINZA�SIX�期間限定ショップ�概要�
�
【期間】   2018年8⽉1⽇（⽔）〜10⽉31⽇（⽔）�
【営業時間】 10：30�〜�20：30 �
【定休⽇】  施設の店休⽇に準ずる�
【住所】   東京都中央区銀座�6�丁⽬�10�番�1�号 GINZA�SIX�4F�
【電話番号】 03-6274-6532�

店舗イメージ	



「茶論�⾒世」 販売商品⼀例�

本件に関するお問合せ 
株式会社 道艸舎（みちくさや） 
広報担当：源内 礼　E-Mail kouhou@michikusaya.co.jp  ☎ 090-1884-6435 
住所：150-0001 東京都渋谷区神宮前5-43-7 2F  TEL：03-6419-7104  FAX : 03-3409-2265 

『茶論』オフィシャルサイト　　https://salon-tea.jp/	

https://www.instagram.com/salon.michikusaya/	 https://www.facebook.com/salon.michikusaya/	

『茶論』の茶道具の多くは、茶道具全般に使⽤される、
⽇本古来の計測⽅法「⼀⼨」を基準にすべてのプロ
ポーションを決めています。�
�
正⽅形に整った“家置きの茶道具箱”には、お茶を点て
るのに必要なすべての道具が美しく収納され、お部屋
のインテリアやお好みに合わせて⾃由に蓋の⾊、素材
が変えられます。（すべて個別売り）�
�
それぞれに⼿馴染みがよく、暮らしに溶け込むデザイ
ンでありながら、茶道具として⽇常的に⻑く使ってい
ただけるよう、どのアイテムも妥協せず、職⼈の確か
な技術に裏打ちされた丈夫さや使いやすさも兼ね備え
ています。�

写真右上から時計回り	
桐の茶道具箱（本体）　¥10,800／塗蓋 一枚（拭き漆 朱）　¥7,560	

奈良 御茶巾　¥864／真塗 小棗　参考商品／ガラス振出し　¥4,860／一輪挿し 拭き漆 茶　¥4,104／茶巾筒　¥2,700／	
茶筅 真数穂 白竹　¥4,320／茶杓 中節 白竹　¥1,944／寧楽焼 黒茶碗 艶　¥32,400／建水 ステンレス　¥3,240　  *全て税込価格	

一般的な無地のものから透かし模様、浮彫などの柄も
の、水菓子用や男性用まで揃う「懐紙」のラインアップ　
全て ¥432	

漆塗りや象牙、奈良の鹿の角を使った「菓子切」　　
¥3,780〜	

本物を⽇常に�
良質な素材を使ってきめ細やかにデザインされた『茶論』の稽古道具や⽇常使いのアイテム。�

ふとした所作や佇まいに美しさを添えます。�
�

中川政七商店がデザインしてきたオリジナルの生地で作った
「数寄屋袋」。お茶だけでなく、クラッチバッグのようにして普段使
いにも。　¥7,560〜	

*価格は全て税込価格です	


